
　

年
金
改
正
法
案　

今
通
常
国
会
提
出
へ
策
定
作
業
が
大
詰
め
に

　

二
〇
一
九
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
公
的
年
金
の
財
政
検
証
結
果
を
受
け
、
社

会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
お
い
て
年
金
制
度
改
正
の
議
論
が
進
め
ら
れ
、
昨

年
末
に
「
議
論
の
整
理
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
現
在
、
年
金
改
正
法
案
の

策
定
作
業
が
大
詰
め
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
〇
一
回
通
常
国
会
に
法
案
が
ま
も

な
く
提
出
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
正
法
案
に
は
私
た
ち
が
要
求
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
改
善
が
盛
り
込
ま
れ

る
予
定
だ
が
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
へ
の
厚
生
年
金
の
適
用
拡

大
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
従
業
員
五
〇
一
人
以
上
と
い
う
企
業
規
模
要
件
を
撤

廃
す
る
の
で
は
な
く
、
五
一
人
以
上
の
企
業
規
模
要
件
を
残
す
と
い
う
大
幅
に

後
退
し
た
法
案
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
到
底
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

短
時
間
労
働
者
へ
の
更
な
る
適
用
拡
大
が
喫
緊
の
課
題

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
し
た
。
年
金
制
度
に
対
す
る
将
来
へ
の
不
安
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
焦

眉
の
課
題
と
な
り
、
二
〇
〇
四
（
Ｈ
一
六
）
年
の
年
金
改
正
に
お
い
て
は
、
保

険
料
水
準
の
上
限
固
定
や
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
等
に
よ
っ
て
、
長
期

的
な
年
金
財
政
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

長
期
的
な
枠
組
み
は
出
来
上
が
っ
た
が
、
誤
算
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の

一
つ
が
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
短
時
間
労
働
者
の
増
大
だ
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
彼
ら
彼
女
ら
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
、
受
け
取
る
年
金
が
基
礎

年
金
の
み
と
な
り
、
生
活
不
安
が
増
す
。
少
し
で
も
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
速
や
か
な
厚
生
年
金
へ
の
適
用
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
行
の
適
用
拡
大
で
は
不
十
分

　

す
で
に
、
二
〇
一
六
（
Ｈ
二
八
）
年
一
〇
月
か
ら
短
時
間
労
働
者
へ
の
厚
生
年

金
の
適
用
拡
大
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
適
用
要
件
と
し
て
、
週
の
労
働
時
間
二
〇

時
間
以
上
、
月
額
賃
金
八
・
八
万
円
以
上
の
ほ
か
、
企
業
規
模
が
五
〇
一
人
以
上

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
適
用
は
四
二

万
八
千
人
（
二
〇
一
九
年
三
月
末
）

に
留
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇

一
七
年
四
月
か
ら
五
〇
〇
人
以
下
で

労
使
合
意
を
得
た
企
業
に
適
用
範
囲

を
広
げ
た
が
、
適
用
拡
大
さ
れ
た
の

は
わ
ず
か
に
六
千
三
百
人
で
あ
っ
た
。

　
企
業
規
模
要
件
の
撤
廃
め
ざ
そ
う

　

企
業
規
模
要
件
の
撤
廃
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
社
会
保
障
審

議
会
年
金
部
会
の
議
論
の
中
で
も
概

ね
了
解
が
得
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

経
産
省
に
焚
き
つ
け
ら
れ
た
外
食
産

業
・
コ
ン
ビ
ニ
業
界
を
中
心
に
企
業
規

模
要
件
の
撤
廃
に
反
対
し
た
た
め
「
二

段
階
実
施
・
五
一
人
以
上
要
件
を
存

続
」
さ
せ
る
方
向
で
政
府
・
与
党
間

調
整
が
行
わ
れ
た
。
企
業
規
模
に
関

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
社
会

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
健
全

な
社
会
の
仕
組
み
が
今
こ
そ
必
要
だ
。
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図
表
１
に
示
し
た
と
お
り
、
今
回
の
改
正
法
案
で
予
定
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
二

二
（
Ｒ
四
）
年
一
〇
月
か
ら
企
業
規
模
一
〇
一
人
以
上
、
二
〇
二
四
（
Ｒ
六
）

年
一
〇
月
か
ら
企
業
規
模
五
一
人
以
上
に
適
用
拡
大
す
る
と
い
う
二
段
階
実
施

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
適
用
人
数
を
み
る
と
、
企
業
規
模
要
件
の
撤
廃
時

で
は
一
二
五
万
人
が
適
用
と
な
る
が
、
企
業
規
模
要
件
五
一
人
以
上
で
は
六
五

万
人
と
、
そ
の
効
果
は
二
分
の
一
に
減
少
し
て
し
ま
う
。
政
府
は
、
速
や
か
に

企
業
規
模
要
件
を
撤
廃
す
べ
き
だ
。

　

基
礎
年
金
の
拠
出
期
間
の
延
長
は
プ
ラ
ス
効
果
が
大
き
い

　

基
礎
年
金
の
拠
出
期
間
（
い
わ
ゆ
る
加
入
期
間
）
の
延
長
は
年
金
制
度
改
善

の
も
う
一
つ
の
重
要
課
題
だ
が
、
今
回
の
法
案
か
ら
外
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。
基
礎
年
金
に
加
入
で
き
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
で
は
二
〇

歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
最
長
で
も
四
〇
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
基
礎
年
金
拠
出
期
間
を
六
〇
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
五
年
間
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
基
礎
年
金
の
給
付
水
準
が
相
当
に
引
き
上
が
る
こ
と
が
昨
年

の
公
的
年
金
の
財
政
検
証
結
果
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
現
行
の
基
礎
年
金
の
財

源
の
二
分
の
一
は
国
庫
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
基
礎
年
金
の
拠
出
期
間
が
延
長

さ
れ
れ
ば
、
国
庫
負
担
額
が
増
加
す
る
た

め
、
こ
れ
に
難
色
を
示
す
財
務
省
が
抵
抗
を

続
け
て
い
る
。

　

厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
の
企
業
規
模
要
件

の
撤
廃
と
あ
わ
せ
て
基
礎
年
金
の
拠
出
期
間

の
延
長
は
、
年
金
給
付
の
改
善
に
大
き
な
プ

ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
か
つ
公
的
年
金

の
財
政
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。
年
金
改
善

の
二
つ
の
重
要
課
題
の
実
現
に
む
け
、
引
き

続
き
退
職
者
連
合
に
結
集
し
て
取
り
組
み
を

強
化
し
よ
う
。

令
和
二
年
度
年
金
改
定
〇
・
二
％
ア
ッ
プ

　

厚
生
労
働
省
は
一
月
二
四
日
、
二
〇
二
〇

（
Ｒ
二
）
年
度
の
年
金
額
を
公
表
し
た
。
図

表
２
の
と
お
り
、
国
民
年
金
で
＋
一
三
三

円
、
厚
生
年
金
で
＋
四
五
八
円
の
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　

年
金
額
は
物
価
や
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て

毎
年
度
改
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
物
価
変
動

率
」
と
「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」
の
い

ず
れ
も
が
プ
ラ
ス
で
、
物
価
変
動
率
の
ほ
う

が
大
き
い
場
合
、
現
行
の
ル
ー
ル
で
は
名
目

手
取
り
賃
金
変
動
率
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
令
和
二
年
度
は
、
物
価
変
動
率

〇
・
五
％
が
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
〇
・

三
％
を
上
回
っ
た
た
め
、
改
定
に
は
賃
金
変

動
率
〇
・
三
％
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

少
子
化
と
平
均
寿
命
の
延
び
の
影
響
を
反

映
し
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整

率
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
と
算
出
さ
れ
、
そ

れ
を
差
し
引
い
た
結
果
、
改
定
率
は
〇
・

二
％
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
（
図
表
３
）
。
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す
べ
て
の
労
働
者
に
厚
生
年
金
の
適
用
を

す
べ
て
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労
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者
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適
用
を
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今
年
は
憲
法
を
学
習

今
年
は
憲
法
を
学
習

二
〇
二
〇
年
地
公
退
・
自
治
退
合
同
幹
部
学
習
会
は
一
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法
の
空
文
化
と
明
文
改
憲
を
許
さ

な
い
と
い
う
問
題
意
識
で
、
青
井
美
帆
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
か
ら
「
安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
受
け
た
。

青
井
教
授
は
「
今
日
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
問
題
提
起
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
こ
こ
に
来
た
」
と
切
り
出
し
て
以
下
の
講
演
に
入
っ
た
。

　

政
権
の
現
状
に
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
が
、
国
会
の
与
野
党
も
弛
緩
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
が
憲
法
に
つ
い
て
社
会
的
に
発
言
し
始
め
た
の
は

二
〇
一
三
年
の
特
定
秘
密
保
護
法
制
定
で
、
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
た
危
機
感

を
持
っ
た
時
か
ら
。

　

事
実
上
の
改
憲
が
進
行
し
て
い
る
。
憲
法
の
条
文
改
定
は
阻
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
手
前
で
既
成
事
実
に
さ
れ
た
実
質
改
憲
を
元
に
戻
す
こ
と
が
不

可
欠
だ
。
大
日
本
帝
国
憲
法
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
立
憲
主
義
は
な
ぜ
壊
れ
た

か
を
問
い
直
し
、
私
た
ち
の
責
任
で
権
力
を
統
制
す
る
こ
と
に
踏
み
込
ま
ね
ば

事
態
は
極
め
て
困
難
な
も
の
に
な
る
。

　

一　

現
状

　

安
倍
政
権
は
、
日
米
安
保
条
約
改
定
か
ら
六
〇
年
を
経
て
、
究
極
の
権
力
私

物
化
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
た
支
持
率
を
回
復
・
維
持
し
て
い

る
。
許
し
て
い
る
私
た
ち
の
責
任
は
重
い
。

　

若
者
た
ち
の
多
く
は
、
物
心
つ
い
た
時
か
ら
首
相
は
安
倍
氏
だ
っ
た
。
憲
法

擁
護
義
務
を
持
つ
行
政
機
関
の
責
任
者
で
あ
り
な
が
ら
「
私
自
身
の
手
で
改

憲
」
と
い
う
異
常
さ
に
対
し
若
者
た
ち
が
〝
あ
ん
な
も
の
だ
〟
と
い
う
鈍
麻
し

た
感
覚
で
見
過
ご
す
よ
う
に
な
る
と
危
険
だ
。
香
港
の
運
動
か
ら
教
訓
を
引
き

出
し
た
い
。

　

安
倍
首
相
の
改
憲
論
は
将
来
世
代
に
私
た
ち
が
負
う
責
任
と
は
何
か
、
諸
外

国
・
国
際
法
と
の
関
係
の
中
で
ど
う
考
え
る
か
、
自
国
の
過
去
と
の
対
話
は
な

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
何
も
示
さ
な
い
不
真
面
目
な
も
の
だ
。

　

二　

立
憲
主
義

　

こ
れ
ま
で
改
憲
を
許
さ
な
い
運
動
は
「
立
憲
主
義
」
を
掲
げ
て
き
た
が
、
多

用
し
す
ぎ
て
道
徳
・
倫
理
を
含
む
本
来
の
中
心
的
な
意
味
と
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
。
明
治
の
大
日
本
帝
国
憲
法
も
不
完
全
な
が
ら
立
憲
主
義
に
立
脚
し
て
い
た

が
作
成
の
主
役
が
国
民
で
な
く
エ
リ
ー
ト
層
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
限
界
が
あ
っ
た
。

立
憲
主
義
の
コ
ア
な
意
味
は
「
憲
法
に
従
っ
た
政
治
：
権
力
の
抑
制
」
で
、
権

力
を
抑
制
す
る
運
動
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
国
民
と
政
治
と
の
パ
イ
プ
の
作
り
方
が
重
要
。
か
つ
て
は
労
働
組
合
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
が
今
は
変
容

し
、
若
者
た
ち
は
人
と
人
・
グ
ル
ー
プ

と
の
結
び
つ
き
と
い
う
、
共
同
体
的
背

景
と
は
別
の
信
頼
関
係
で
学
習
す
る
方

向
に
進
ん
で
い
る
。
グ
レ
タ
さ
ん
の
連

帯
方
法
も
そ
の
一
つ
の
例
。

　

憲
法
を
検
討
す
る
際
、
外
国
と
の
比

較
も
必
要
だ
が
、
よ
り
以
上
に
自
国
の

過
去
と
の
照
合
が
重
要
だ
。
明
治
憲
法

制
定
を
中
心
的
に
支
え
た
の
は
伊
藤
博

文
で
、
森
有
礼
と
の
御
前
論
争
で
伊
藤

が
「
そ
も
そ
も
憲
法
を
創
設
す
る
目
的

は
、
第
一
に
君
主
の
権
限
を
制
限
し
、

第
二
に
人
民
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と

に
あ
る
」
と
主
張
し
、
不
十
分
だ
っ
た

と
は
い
え
立
憲
主
義
を
組
み
こ
ん
で
い

た
重
み
は
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
。
明

治
革
命
は
、
有
力
藩
の
軍
事
力
で
達
成

さ
れ
、
当
初
天
皇
の
軍
は
無
か
っ
た
。

そ
の
後
失
業
し
た
封
建
家
臣
団
で
あ
る

士
族
の
不
平
が
高
ま
り
、
そ
れ
へ
の
対

策
と
し
て
政
治
か
ら
切
り
離
し
た
と
こ
ろ
に
軍
が
作
ら
れ
た
。
明
治
憲
法
は
中

央
集
権
国
家
を
作
る
の
に
有
効
だ
っ
た
が
、
軍
を
帝
国
憲
法
の
秩
序
か
ら
切
り

離
し
、
独
立
性
を
持
つ
天
皇
の
統
帥
権
の
下
に
お
い
て
典
型
的
権
力
組
織
で
あ

る
軍
事
に
通
常
の
政
治
（
国
務
）
を
タ
ッ
チ
さ
せ
な
い
構
造
と
し
た
こ
と
で
、

権
力
を
抑
制
す
る
憲
法
た
り
え
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
実
力
組
織
・
軍
を
抑
制

で
き
ず
こ
れ
が
後
日
の
高
度
国
防
国
家
化
に
道
を
開
き
、
国
務
・
国
民
生
活
・

そ
し
て
天
皇
す
ら
飲
み
込
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
実
力
組
織
を
ど
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
か
は
今
に
通
じ
る
主
要
課
題
。

　

戦
後
我
が
国
で
は
官
僚
・
司
法
に
対
す
る
信
頼
は
比
較
的
高
か
っ
た
。
立
憲

主
義
の
維
持
を
プ
ロ
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
幸
運
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本
型

立
憲
主
義
を
担
っ
て
き
た
人
々
が
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
司
法
・
行
政
の
健
全

化
が
必
要
。
な
に
よ
り
、
国
民
が
権
力
を
抑
制
す
る
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

戦
後
憲
法
の
下
で
米
軍
基
地
が
憲
法
・
一
般
法
の
番
外
地
と
さ
れ
、
政
府
は

何
が
起
き
て
も
見
な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
の
は
、
天
皇
を
米
軍
に
置
き
換
え
た

だ
け
の
「
統
帥
」
で
、
戦
前
に
惹
き
起
こ
し
た
誤
り
と
同
じ
論
理
に
基
づ
い
て

い
る
。
辺
野
古
新
基
地
は
国
の
安
全
保
障
の
た
め
に
特
別
だ
と
称
し
て
、
公
有

水
面
に
関
す
る
法
律
と
い
う
番
地
内
ま
で
番
外
地
扱
い
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
国
務
が
タ
ッ
チ
で
き
な
い
領
域
と
し
て
の
統
帥
、
実
力
組
織
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
問
題
こ
そ
が
憲
法
第
九
条
改
定
を
め
ぐ
る
中
心
課
題
だ
。

　

三　

第
九
条
の
構
想
と
国
際
法

　

大
戦
後
、
総
力
戦
が
も
た
ら
し
た
惨
禍
・
大
国
に
よ
る
支
配
へ
の
反
省
を
力

に
戦
争
・
武
力
行
使
は
違
法
と
す
る
国
際
法
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
大
転
換
が
行
わ

れ
た
。
憲
法
第
九
条
も
国
際
法
の
武
力
行
使
の
原
則
違
法
化
の
国
内
法
化
と
理

解
で
き
る
。
二
〇
一
四
年
閣
議
決
定
前
の
自
衛
隊
は
専
守
防
衛
の
組
織
で
「
集

団
的
自
衛
権
は
行
使
で
き
な
い
」
「
専
守
防
衛
：
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
て
な

い
、
攻
撃
型
空
母
は
持
て
な
い
」
「
国
家
行
政
組
織
法
に
基
づ
く
行
政
組
織
の

ひ
と
つ
」
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
国
際
法
の
ぎ
り
ぎ
り
の
許
容
範

囲
内
だ
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
以
降
、
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」
「
米
艦
防
衛
」
「
有
志
連
合
」
な
ど
新
た
な
展
開
を
進
め
る
と
と

も
に
、
自
衛
隊
を
行
政
組
織
＝
憲
法
・
法
律
の
支
配
下
に
あ
る
国
務
の
一
部
＝

か
ら
離
脱
さ
せ
る
た
め
に
憲
法
条
文
を
変
え
た
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
許
さ
ず
、

二
〇
一
四
年
以
前
の
状
態
・
機
能
に
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

四　

日
米
安
保
条
約
：
日
米
安
保
体
制

　

日
米
安
保
条
約
・
地
位
協
定
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
憲
法
の
番
外
地
に
置
か
れ

て
お
り
、
事
実
上
憲
法
よ
り
上
位
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
、
地
位
協

定
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
実
質
を
決
め
、
条
約
は
形
式
的
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
。

現
憲
法
は
条
約
の
締
結
に
は
国
会
の
議
決
が
必
要
と
し
て
い
る
が
、
条
約
の
カ

バ
ー
範
囲
「
日
本
国
の
安
全
に
寄
与
し
、
並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和

及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
」
を
改
定
の
手
続
き
を
経
ず
に
地
球
規
模
に
拡

大
す
る
な
ど
、
国
会
関
与
無
し
に
変
更
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
地
位
協

定
を
憲
法
の
上
に
置
く
日
本
を
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
踏
み
出
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

　

五　

憲
法
改
正
を
阻
止
す
れ
ば
大
丈
夫
、
で
は
な
い

　

二
〇
一
四
年
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
関
す
る
閣
議
決
定
で
「
我
が
国

の
防
衛
」
と
い
う
言
葉
の
指
す
も
の
が
変
え
ら
れ
実
質
改
憲
が
行
わ
れ
た
。
憲

法
条
文
の
改
定
を
阻
止
す
る
だ
け
で
は
、
専
守
防
衛
を
放
棄
し
た
状
態
は
元
に

戻
ら
な
い
。
直
球
で
平
和
を
語
る
議
論
を
前
面
に
出
そ
う
。
改
憲
を
阻
止
し
、

「
対
話
の
努
力
」
で
法
制
度
を
二
〇
一
四
年
前
に
戻
す
努
力
を
し
て
い
こ
う
。

（
文
責
：
事
務
局
）
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